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1.留学先⼤学について

・⼤学はとても広いが、レンタルサイクルが⾄る所にあるため、スムーズに学内を移動できます。
・海外留学⽣数が多く、様々な国の学⽣と交流できます。
・学内にあるコンビニやマクドナルドで学⽣証を提⽰すると、2~3割の割引を受けられます。
・授業の種類が豊富です。台湾語や中国や台湾の恋愛について学べる授業もあります。また体育はバレ
ーやサッカーだけでなく、エアロビやバレエを選択することもできます。

・中国語の授業はテストによってレベル分けされるため、それぞれの能⼒に適したクラスを受講できま
す。

・図書館の地下⼀階には⾃習室があり、２４時間利⽤できます。
・図書館には中国語だけでなく、⽇本語や英語、韓国語の書籍も多くあるため、ゼミのレポートや授業
の内容が理解できなかった時に役⽴ちました。

特にありません。

帰国報告書提出⽇
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（1）留学先⼤学の特⻑

（2）留学先⼤学のサポートについて
語学⾯でのサポート

勉強⾯でのサポート  

精神⾯でのサポート



・数に限りがあるが、学内と学外の寮を提供してくれます。
・バディがSIMカードや⽇⽤品の購⼊を⼿伝ってくれます。

2.⽣活環境等について

学内と学外の寮には限りがあるため、抽選に外れた場合に備えて、寮の抽選が始まる前に⼤学付近の物
件を仮抑えしておくことを推奨します。設備や⽴地がいい部屋は学内と学外の寮の抽選が終わった後に
は残っていません。

⽇本から持参した

現地で購⼊した

保有しなかった

有

無

料⾦は無料でした。

⽣活・住居⾯でのサポート

（1）住居についてアドバイスを含め⾃由に記⼊してください。

（2）パソコンについて
  PC の保有状況  

Wi-Fi の有無

住居内でｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続していた場合、プロバイダー、料⾦等について記⼊してください。



使⽤できた

使⽤できなかった

⼤学内でWi-Fiに接続さえすれば時間制限なくどこでも利⽤できました。

有

無

病院を受診したことはありません。

銀⾏⼝座を開設しませんでした。

⼤学での PC の使⽤可否

⼤学で PC を使⽤していた場合、施設の場所や時間制限等について記⼊してください。

（3）医療について
Health center（⼤学内施設として）の有無  

留学中に病院で受診したことがありますか。健康管理、衛⽣⾯について特に注意すべき こと
を記⼊してください。

（4）銀⾏⼝座について 留学先で⼝座を開設しましたか。どのように準備・⼿続きをしまし
たか。



・ほとんどの施設のトイレで使⽤後のトイレットペーパーを流せません。
・環境保護のため、プラスチックストローを提供していないドリンクスタンドもあります。
・外⾷⽂化が盛んであるため、⼤概の⼀⼈暮らし⽤の物件や寮にはキッチンがついていません。

⾔語交換のサークルに参加しました。

・⽇本に⽐べると、バイクも⾃動⾞も運転が荒いので、交通事故に合わないように注意していました。
・寮の周りは街灯が少なかったので、帰る時間が遅くならないように注意していました。
・相⼿に誤解をさせないように、はっきりと意思表⽰をするようにしていました。

3.後輩へのアドバイスについて

・にじいろ台湾(https://kazukimae.com/)︓台北でのリアルな⽣活の様⼦を理解できます。また、このブ
ログでは地下鉄の駅ごとにおすすめのレストランを紹介したページがあるので、学校帰りに何を⾷べよ
うか迷わなくて済みます。
・るるぶ 台湾︓台湾の基本的な観光情報や⽇本⼈向けの情報がたくさん掲載されているのでとても便
利です。
・⽇本⼈が知りたい台湾⼈の当たり前 台湾華語リーディング ︓台湾⼈の常識を理解できるだけでなく、
中国語を勉強できます。

・電⼦辞書
・⽂具(台湾でも購⼊できますが、クオリティはあまりよくないです)
・洗濯⽤のネット
・下敷き
・乾くのが早い洋服
・ドライヤー

（5）異⽂化体験について 留学先の⽂化や習慣の違い等について記⼊してください。

ボランティア等、課外活動を⾏いましたか。

留学先の安全性や外国⼈への態度等、留意していたことがあれば記⼊してください。

（1）現地で参考となった留学先国の情報（HP や出版物等）を記⼊してください。

（2）⽇本から持参すると良いと思われるものを記⼊してください。



中国語を利⽤してコミュニケーションをとることで、台湾⼈や様々な国の留学⽣と交流できました。こ
のおかげで中国語の能⼒が伸びただけでなく、多様な考えに触れられました。また、積極的に交流して
いこうと意識していたので、初対⾯の⼈と話すのもそんなに躊躇しなくなりました。
ルームメイトが外国⼈であったため、⽇本とは違う習慣や⽂化に遭遇しても驚かずに受けいれられるよ
うになりました。
台湾⼤学では中国語を使って⾃分の意⾒を表明する機会が多かったです。そのため、⾃分の意⾒を正確
に伝える⽅法を学べました。

淡⽔に遊びに⾏った際に携帯をタクシーに置き忘れたことです。

クラスの⼈数︓少ない授業で１０⼈以下、多い授業だと３０⼈ほどいました。
成績評価︓テストや提出物だけでなく、出席状況や授業態度も考慮されます。先⽣はどんな意⾒でも尊
重してくれるため、間違うのを恐れずに積極的に意⾒を発表することが重要です。
現地学⽣の取り組み⽅︓どの⼈も積極的に発表し真⾯⽬に受講しています。授業後に先⽣に質問する学
⽣も多いです。

授業の合間にインターンに参加しました。

（3）留学したことによって得られたことについて記⼊してください。

語学⼒︓
留学前－資格試験名称および点数（級）

留学後－資格試験名称および点数（級）

（4）留学において最⼤のトラブルは何でしたか。  

（5）授業について︓クラスの⼈数、成績評価、現地学⽣の取り組み⽅等

（6）留学期間中に就職活動をしましたか。どのように活動したか教えてください。



4.費⽤について

留学費⽤の概算を円で記⼊してください。

１NTD＝4.5〜5.0円

往復で80000円

19000円

96000円

約30000円

43730円

（1）留学時のレート

（2）航空運賃

（3）住居費
住居費（⽉額）

住居費（留学期間合計）

（4）⾷費（⽉額）

（5）保険料



洋服代︓50000円
⽇⽤品・台湾に来てから揃えた⽣活必需品代︓40000円
旅⾏代︓70000円
交通費︓40000円
教材費︓20000円
SIMカード代︓18000円
隔離ホテル代︓100000円

約60万円

このフォームは 近畿⼤学 職員⽤ （@itp.kindai.ac.jp） 内部で作成されました。

（6）その他

（7）留学費⽤の合計 

5.その他 ⾃由に記⼊してください。

 フォーム

https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms

